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0第 1回総会
日時
議題
学会消息
昭和42年 5月10日（水）午後6時半より
昭和42年度事業および会計報告
(555) 217 
昭和42年度活動方針審議決定，役員改選，吉信粛教授外遊歓送会
稲村先生，三上先生歓迎会
0第2回総会
日時
議題
昭和42年12月6日（水）午後 6時より
商学会運営について
新旧商学会会長交替歓送迎会
大橋昭一助教授学位授与祝賀会
0第 1回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年 5月17日午後 1時より
場 所第3学会 C304教室
講 演 「コモン・ビープル (CommonPeople)について
—技術革新と労働者階級ーー」
本学経済学部教授矢口孝次郎氏
0第 2回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年 6月13日午後 2時40分より
場 所 E （新館） 201教室
講演「PostwarTrends in the American Economy」
コロンビア大学名誉教技 B•Hベックハルト氏
0第 3回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年 6月21日 午 後6時40分より
場 所 天六学会有郡館
講 演 「経済学以前のもの」
本学経済学部教授鯰江城夫氏
0第4回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年 6月22日午後 1時より
218 (556) 学会消息
場 所 E （新館） 201教室
講 演 「アメリカの大学に学ぶ」
本学商学部教授清水宗一氏
0第5回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年 9月27日（水）午後 7時より
場 所 天六学会有郡館
講 演 「イギリスより帰りて」
本学経済学部助教授鶴嶋雪嶺氏
0第6回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年 9月29日午後6時半より
場 所 天六学会第302教室
講 演 「アメリカ経営学の捉え方」
同志社大学教授島 弘氏
0第7回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年10月16日午後 1時より
場 所 E （新館） 301教室
講 演 「物価水準と所得政策」
名古屋大学教授塩野谷九十九氏
「ケインズ経済学以前」
成城大学学長一橋大学名誉教授高垣寅次郎氏
0第8回学術講演会（経済学会と共催）
日 時 昭和42年11月16日午後 1時より
場 所第2学舎A301教室
講 演 「欧米を歩いて感じたこと」
本学商学部教授高尾忠男氏
0第 1回研究報告会
日 時 昭和42年 6月25日午後6時より
場所大東桜
研究報告 「研究余談」
商学部教授清水宗一氏
0第2回研究報告会
学会消息 (557) 219 
日 時 昭和42年10月25日正午より
場 所 第 3学舎第 2会議室
研究報告 「行動科学的組織論について」
商学部助手稲村毅氏
0第3回研究報告会
日 時 昭和42年12月13日正午より
場 所 第 3学舎第 2会議室
研究報告 「国家資本の概念について」
—国鉄分析序説＿
商学部助手三上宏美氏
〇河村宜介教授退職記念講義
日 時 昭和43年 1月22日午前10時半より
場 所 E （新館） 101教室
プ ー マ 「わが国における観光政策の基本的諸問題」
関西大学
商学部主催
商学会後援
0会員の研究活動（昭和42年 1月～12月）
（ただし本学会関係のものを除く）
0著 書
河村宜介 『瀬戸内海観光開発の構想計画』（日本観光協会42年 2月）
II 『堺市観光診断報告書一現状の認識と施策の方向一（堺市経済部商
工課42年 7月』
II 『舞鶴市観光診断報告書』（舞鶴市商工課42年 8月）
II 『生駒山系観光開発計画』（東大阪市商工課42年12月）
清水宗 『資産原価配分論』（森山書店 42年 1月）
冨山忠三 『商業教育要論』（晃洋書房42年 5月194頁）
II 『BUSINESSENGLISH Revised』（晃洋書房42年 4月80頁）
宮下孝吉 『西洋古代中世経済史』（ミネルヴァ書房42年 3月437頁）
高柳龍芳 『監査報告書論』（千倉書房42年 2月199頁）
中辻卯 『ホワイトカラーのための電子計算機入門』（青山書店42年 3月131
頁）
220 (558) 学会消息
0分担執筆
植野郁 太 「飯野利夫，山桝忠恕，柴谷恭次郎編『講座簿記会計』第 3巻財務
諸表第4章第 2および第4節」（有斐閣 42年2月）
” 「青木倫太郎他『予算統制と標準原価計算』第 9章」（同文館42年
6月）
清水宗 「財務計画の理論」（神戸会計学研究室編『利潤会計と計画会計』
42年12月千倉書房）
廣 田 司朗鈴木武雄編『社会主義と財政』第I部第 3章『ドイツ社会民主党の
財政政策•財政綱領』（三一書房42年 5 月）
大橋昭一 「藻利重隆編『経営学辞典』東独における批判的経営学ほか 3項
目」（東洋経済新報社42年11月）
酒井 文 雄 「京大会計学研究室編『企業利潤論』再評価積立金とインフレ利
得」（ミネルヴァ書房）
0論文
植野 郁 太 「時価評価論の限界」（企業会計第19巻6号42年5月）
” 「財務会計情報の基準ースネプリーの所説を中心として一」 （会計
第92巻第 5号42年11月）
川 元英二 「イギリス私的退職年金制度における現状（上）一あるアンケート
調査による結果と分析ー」 （生命保険協会会報第47巻第 2号42年8
月）
” 「同（中）」（同第48巻第 1号42年11月）
河村宜介 「産業銀光への提言」（りんかい42年11月）
” 「観光とは」（大阪42年 7月）
清水宗 「定額法に関する一考察」（企業会計第19巻第 1号42年 1月）
高 尾 忠 男 「税法と企業会計との調整意見書について」（税務証報第15巻第 2
号42年 2月）
” 「企業会計と税務会計との交替」（納税月報第25巻第 5号42年4月）
寺尾晃洋 「大阪市営交通事業の財政再建団体指定をめぐる諸問題」（市政研
究第14号42年 2月）
” 「地方公営交通の赤字問題」 （ユコノミスト大島等編「交通戦争」
法政大学出版局 3月21日号 42年 3月）
学会消息 (559) 221 
“ 「公営交通事業の再建問題」（都市問題第58巻第 8号 42年 8月）
” 「公営交通事業財政のあり方」 （都市と交通問題ー一主報告と研究
論集ーー第29回全国都市問題会議文献第 1輯 42年10月）
” 「大阪市営交通事業再建計画案の問題点」 （市政研究第17号 42年
安田信
11月中西健一氏と共同執筆）
「貨幣数量と物価利子←~ケインズ経済学を中心として＿」 （研
究双書第23冊 42年 3月）
” 「ポリシーミックス＿その評論と問題点＿」 （金融ジャーナル
第8巻第11号42年11月）
山崎紀男 「小売店におけるマーケティングサービスの計算化」 （テクスタイ
ルマーケティング42年3月）
” 「/I 消費者慾求の充足と小売店」 (II 42年4月）
” 「I 販売促進と特売」 (11 42年 5月）
” 「I 値引販売」 (II 42年6月）
” 戸 拡売と支店政策」 (II 42年 7月）
” 「I 自動車の普及とその影響」 (II 42年 8月）
” 「/1 自動車時代と消費者」 (II 42年 9月）
” 「/1 売協の効率」 (II 42年10月）
” 「” 在庫と品揃え」 (II 42年11月）
” 「I 商品の魔性と販売技術」 (II 42年12月）
” 「観光と地方自治体」（自治ひょうご42年 7月）
飯野 春 樹 「バーナードの経営理論について」（研究双書第23冊42年 3月）
亀井 利 明 「BaileeClauseの変遷」（今村有博士古稀記念論文集損害保険契
約の基本問題42年 2月 209ー226頁）
” 「英国における責任保険の発展」（南出弘博士在職30年記念論集自
動車・責任保険の諸問題」 42年8月151ー164頁」
” 「アメリカの堪航担保原則」（国民経済学雑誌第116巻第 5号42年11
月18ー 31頁）
“ 「英国の海上保険事業について」（海連479号42年 8月16ー22頁）
来住哲二 「輸出貿易取引について」（研究双書第23冊42年 3月）
木田和雄 「米州大統領宣言と中南米共同市場」（経済10月号42年10月）
222 (560) 
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山口吉兵衛
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学会消息
「技術革新下における労務管理の展開」（企業法研究42年12月）
「損益分岐点分析に関する一考察ー一標準原価を用いた予算編成の
ための損益分岐点分析一」（会計第91巻第 3号42年 3月）
「公認会計士監査体制の諸問題」（企業法研究第114輯5月号42年4
月）
「製品組合せのための損益分岐点分析」 （大阪簿記会計学協会会報
第 7号42年11月）
告
「経済政策と中小企業の将来」（芦屋市商工会42年 8月）
「長崎市および雲仙の観光開発の基本計画」 （日本観光学会秋季大
会42年12月）
「商業教育における教授過程—マーケティングを中心として一」
（日本商業学会全国大会於松山商科大学42年5月）
「商業英語におけるゼミ教育の可塑性」 （日本商業英語学会於大阪
商工会議所42年5月）
「企業経営の目的について」 （日本経営学会関西部会於関西大学42
年6月）
「最近の西独における経営者支配論について」 （関西大学経済・政
治研究所42年 7月）
亀井利 明 「海上保険契約と海上物品運送契約における堪航性の関係につい
て」（日本保険学会関西部会於生命保険文化研究所42年12月）
長 砂 実 「社会主義経済学の端緒的範疇」（社会主義学会関西部会於岡山大
学42年5月）
(561) 223 
関西大学商学会規則（全文）
第 1条本会は関西大学商学会と称する。
第 2条 本会は商学並びに経済学に関する学術の研究及びこれに関する事業
を行なうことを目的とする。
第 3条本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「関西大学商学論集」の発行
2. 研究会及び講演会の随時開催
3. その他適当と認めた事業
第 4条本会は次のものをもって組織する。
1．正会員
1. 関西大学商学部の教授，助教授，専任講師，助手
2. 前号以外の関西大学の教育職員であって，評議員会において
入会を認められたもの
2. 学生会員
1. 関西大学商学部の学生
2. 商学並びに経済学に関する課程をおさめている関西大学大学
院学生
3. 普通会員
商学並びに経済学に関する課程をおさめた関西大学各学部の
卒業生であって，評議員会によって入会を認められたもの
4. 賛助会員
評議員会において適当と認めたもの
第 5条本会の事務所は関西大学商学部内におく。
第 6 条•本会に評議員をおき，本会の運営は評議員会によってこれを行なう。
評議員会は関西大学商学部教授，助教授，専任講師をもってこれに
充てる。
第 7条本会には次の役員をおく。
224 (562) 関西大学商学会規則（全文）
1. 会 長 商学部長をおす
2. 常任委員 評議員中より若干名を互選する
第 8条 役員の任期をすべて 1年とする。ただし重任を妨げない。
第 9条 本会に顧問をおくことが出来る。顧問は評議員会において推薦する。
第10条 会員は，次の区別により会費を納めることを要する。
1. 正会員年額 3,000円
2. 学生会員 年額 l,000円
3. 普通会員 年額 1,000円
4. 賛助会員 年額 4,000円
第11条本会の運営は会員の会費及び寄附金をもってこれに充てる。
第12条 会員は機関誌「関西大学商学論集」の配布を受け，その他本会の行
なう事業に参加することが出来る。
第13条本会の会計年度は毎年 4月 1日に始まり翌年3月末日に終る。
第14条本会則の改正変更は評議員会の決議による。
附則 1「商学論集」の発行は当分年 6回とする。 「特輯号」はこの限りで
ない。
